
「県民の生活状況に関するアンケート－ひきこもり支援の充実に向けて－」

あなたの声を聞かせてください！

　本調査では、秋田県内にお住まいの方 を対象に、日々の暮らしや気持ち、困りごとなどを幅広
くお聞きします。

　日々の生活で少し気になること、誰にも言えなかった気持ち、過去の経験や現在感じていること
など、そんなあなたの思いを、ぜひお聞かせください。

　特にこれまで見えづらかった「孤独」や「孤立」の実態や声を地域づくりや支援制度のあり方に
活かすことを目的としています。

　あなたの声が、誰かの支えとなり、地域の未来の支援のかたちをつくる大きな力になります。

　ご協力を心よりお願い申し上げます。

※この調査は、令和７年９月20日現在を基準としています。

■回答についてのお願い
　個人が特定されることは一切ありませんので、アンケートへのご協力をお願いいたします。

■回収方法
　以下のいずれかの方法でご提出いただけます。
　１．市町村窓口・保健所などに設置されたアンケート回収BOXに投函
　２．オンラインフォームから回答（QRコードまたはURLよりアクセス）

二次元コードはこちら →

「秋田県公式サイト美の国あきたネット」「ひきこもり支援の充実」で検索。

　下記住所へ郵送（※送料は回答者様のご負担となります）
　住所：秋田県秋田市山王４丁目１－１　秋田県健康福祉部障害福祉課　調整・障害福祉チーム

■お問い合わせ先
　記入方法や等に関するご質問は、下記までお気軽にご連絡ください。
　　秋田県健康福祉部障害福祉課
　　電話：018－860－1331　メール：Shoufuku@pref.akita.lg.jp



問１．あなたの性別を教えてください。
　１．男性　　２．女性　　３．答えたくない

問２．あなたの年代を教えてください。
　 （　　　　）代

問３．現在の居住地（例：秋田市、由利本荘市など）
※市町村名を回答しても個人が特定されることはありません。
※ご心配な方は「記入したくない」とご記入ください。
　 （　　　　　　　　　　　　　　　　）市・町・村

問４．現在、同居している人はいますか？（複数選択可）
　１．親（または祖父母） 　　２．配偶者・パートナー　　３．子ども　　４．兄弟姉妹
　５．その他の家族・親族　　６．友人・知人　　７．その他（任意・自由記述） 　　　　　　　
　８．一人暮らし（現在、誰とも同居していない）

問５．普段、雑談やちょっとした話 を気楽にできる相手はいますか？
　□いる　　　　　　　　□いない

問６．困った時や本音の気持ち を安心して話せる相手はいますか？
　□いる　　　　　　　　□いない

問７．現在あなたはの「働き方」や「仕事状況」について、あてはまるものをすべて選んでくださ
い。（複数選択可）
　□正社員として働いている　　　　　　　　　□家業（自営業・農業など）を手伝っている
　□派遣・契約社員として働いている　　　　　□会社役員・経営者として働いている
　□パート・アルバイト（週１回以上など） 　　□病気・介護・子育てなどで働くのが難しい
　□不定期・単発の仕事を時々している　　　　□働いていないが、仕事を探している
　　例：知人の手伝い、短期バイトなど
　□登録型派遣に所属中（現在は仕事ない） 　　□働いていないし、今は探していない
　□フリーランス・個人事業主（在宅含む） 　　□自己都合など退職・引退
　　例：ライター、プログラマー、デザイナー、翻訳など
　□内職・在宅ワークをしている　　　　　　　□定年退職・引退
　　例：シール貼り、封入作業、データ入力など

問８．現在の生活に関して、もっともあてはまるものを１つ選んでください。
　１．不満がある　　２．やや不満がある　　３．どちらかというと満足している
　４．満足している



問９．あなたは、普段日用品や食料などをどのように調達していますか？（複数選択可）
　１．自分一人で買いに行く
　２．家族や同居者が買ってきてくれる
　３．家族や同居者と一緒に買い物に行く
　４．宅配やネットサービス
　５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

問10．これまでに、病気やケガ以外の理由で、学校に行けなかった、又は学校に行っても自分の教
室に入れなかった状態が２週間以上続いたことはありますか？（小学校〜大学・専門学校・大学院
まで、いずれの時期でも構いません）
　１．ある　　２．ない　　３．覚えていない／どちらとも言えない

問11．学校に行けなかった（あるいは自分の教室に入れなかった）とき、医療機関や相談機関を利
用したことがありましたか？（相談機関：スクールカウンセラー、適応指導教室、教育相談室、子
ども家庭支援センター、児童相談所、福祉事務所など）
　１．はい　　２．いいえ　　３．覚えていない　　４．あてはまらない（不登校の状況がなかった）

問12．医療機関や相談機関を利用したあと、学校への登校状況にどのような変化がありましたか？
※利用したことがない方は問14に進んでください。
　１．登校できるようになった
　２．一時的に登校できたが続かなかった
　３．適応指導室や居場所など、別の場には通えるようになった
　４．特に変化はなかった
　５．状況が悪化したように感じた
　６．わからない

問13．医療機関や相談機関を利用したきっかけや、医療機関・相談機関でのやりとりについて、思
い当たることがあればご自由にお書きください。（任意）※書ける範囲で構いません・一言でも大
丈夫です。（例：支援が役に立った／合わなかった支援、支援を受けて良かったこと／困ったこと、
気持ちの変化や周囲の対応　など）



問14．この半年の生活について、もっとも近いものを１つ選んでください。
　１．仕事や学校に通い、友人・知人との交流もある
　２．仕事や学校に通っているが、ほとんど人と話さない
　３．通勤・通学はしていないが、用事があれば外出はする
　４．外出も少なく、人との関わりがほとんどない
　５．できるだけ人と会わず、自室などで過ごすことが多い
　６．その他（　　　　　　　）

問15．現在・過去を問わず、「外に出た方がいいかもしれない」、又は「外に出なければならない」
と思っても、実際に外出しなかった時の気持ちをお聞きします。そのような経験がない場合は、想
像してお答えください。

全くあては
まらない

あまりあて
はまらない

ややあて
はまる

とてもあて
はまる

１. 外に出ることに不安や恐怖を感じる 1 2 3 4
２. 外出したくない気分になることが多い 1 2 3 4
３. 知り合いに会いたくない／人目が気になる 1 2 3 4
４. 特に理由がないが、気力が出ない 1 2 3 4
５. 出かける用事や目的が特にない 1 2 3 4
６. 外出の必要性がわからない 1 2 3 4
７. 生活に困っておらず、外出の必要を感じない 1 2 3 4
８. 服や身だしなみに自信がない 1 2 3 4
９. 仕事や学校で疲れて外出できない・気力がない 1 2 3 4
10. 家族に外出を控えるよう言われた／心配された 1 2 3 4
11. 病気や体力の問題で外出がつらい 1 2 3 4
12. 体調が不安（トイレが近くなる、お腹の調子など） 1 2 3 4
13. 車やバスなどの移動手段がない／使えない 1 2 3 4
14. お金がかかるのが心配（交通費、食費など） 1 2 3 4
15. ガソリン代や物価が高くて、外出を控えている 1 2 3 4
16. わからない／考えたことがない 1 2 3 4

問16．問15の選択肢以外で外出をしない他の理由があればご自由にお書きください。（任意）

問17．人と会う時、又は人に会うことを考える時、不安や緊張を感じることがありますか？
　１．全くない　　２．たまにある　　３．よくある　　４．常にある

問18．人と関わるとき、「自分は迷惑をかけているのでは」と思うことがありますか？
　１．全くない　　２．たまにある　　３．よくある　　４．常にある



問19．あなたは最近、「孤独」や「取り残されている」と感じることがありますか。
　１．全くない　　２．たまにある　　３．よくある　　４．常にある

問20．あなたは、ご自身のこと を「ひきこもり状態」にあった（ある）と思いますか。（厚労省
2010年定義：「ひきこもり状態」とは、学校や仕事などに行かず、６か月以上、家庭内などにとど
まりがちで、人との交流が少ない状態を指します）
　１．そう思う　　２．定義に当てはまらないが、そう思う　　３．そう思わない
　 「３．そう思わない」を選んだ方は問22にお進みください

問21．あなたのご自身がひきこもりの状態にあった（ある）と感じたのは、いつごろ ですか？
※自分はひきこもりの状態にあったと思わない方は問23に進んでください。
　１．現在（継続して）　　２．現在（時々）　　３．過去　　４．よくわからない／判断がつかない

問22．あなたの ご家族や身近な人 に、「ひきこもり状態」にあると感じる方はいますか？
　Ａ．いる（現在）　　Ｂ．いた（過去）　　Ｃ．いない　　Ｄ．よくわからない／判断がつかない

問23．「あなたにとっての社会とのつながり（人や場との関係）」は、どれくらい大切だと思います
か？もっとも近いものを１つ選んでください。
　１．とても大切だ　　２．まあまあ大切　　３．あまり大切ではない
　４．全く意識したことがない

問24．あなたは、「社会とのつながり」や「自立」をどのように考えていますか？もっとも近いも
のを１つ選んでください。
　１．強く関心があり、準備や行動をしている　　　２．ある程度関心はあるが、まだ踏み出せない
　３．今はあまり関心がない／意欲が持てない　　　４．押しつけのように感じてしまう
　５．考えたことがない（当たり前に思っていた）　　６．わからない／答えたくない
　７．その他（　　　　　　　　　　　　　　 ）

問25．以下は、ひきこもり状態にある／あった方にとって「大切だと思うこと」についての質問で
す。ご自身の経験に基づいて、または身近な方や想像に基づいてでもかまいませんので、もっとも
あてはまるものを選んでください。

全くそう思
わない

あまりそう
思わない

やや
そう思う

とてもそう
思う

１. 誰にも否定されず、自分の気持ちを話せる場所 1 2 3 4
２. 自分と似た経験をした人の話を聞く（参考にする） 1 2 3 4
３.「支援される」人ではなく、一人の人として接する 1 2 3 4
４. 家にいても、信頼できる形で相談できる場・人 1 2 3 4
５. 就労など具体的な目標を一緒に考えてくれる人 1 2 3 4
６. 無理に社会参加や就労を求められない 1 2 3 4
７. 在宅でも収入を得られる方法 1 2 3 4
８. 親や頼れる人が亡くなった後の生活についてのア

ドバイス 1 2 3 4



問26．上記の選択肢以外にも、あなたが「大切だと思うこと」や「実際に感じたこと」「気になっ
ていること」「あると安心できること」などがあれば、ご自由にお書きください。（任意）（例：自
分の生き方を自分で決める／自分のペースを合わせて段階的に支援してくれる人／安心する居場所
／一緒に出かける・遊べる仲間／自分に合った支援情報など）

問27．今までの人生で、困った時や支援がほしいと感じた時のことについてお聞きします。

全くない あまりない よくある 常にある
１. 家の中が片づけられず、生活がままならなかった 1 2 3 4
２. 一人で買い物や外出ができなかった 1 2 3 4
３. 育児や介護、家事の負担を一人で抱えていた 1 2 3 4
４. 子育てに不安があり、頼る人がいなかった 1 2 3 4
５. 病気や体調不良で生活に支障があった 1 2 3 4
６. 体の痛みや体力の衰えで日常生活が難しかった 1 2 3 4
７. 仕事や学校に行けなかった／行きづらかった 1 2 3 4
８. 社会に出るきっかけや自信が持てなかった 1 2 3 4
９. 職場や学校での人間関係がつらかった 1 2 3 4
10. 外に出られず、情報が入ってこなかった 1 2 3 4
11. お金の不安や生活困窮が続いていた 1 2 3 4
12. 福祉や医療などの制度の使い方がわからなかった 1 2 3 4
13. 手続きや書類が難しく、対応できなかった 1 2 3 4
14. デジタル機器が使えず、情報や手続きができなか

った 1 2 3 4

15. 医療費が払えず、受診をあきらめた 1 2 3 4
16. どこに相談してよいか分からなかった 1 2 3 4
17. 支援者（教育関係者、医療従事者を含む）助言が

合わず、継続できなかった 1 2 3 4

18. 家族や親しい人からの暴力や支援を受けた 1 2 3 4
19. 自分が暴力的になってしまった／怒りが抑えられ

なかった
20. 学校や職場でハラスメント（嫌がらせ、差別的言

動）を受けた

問28．上記以外で、「これは困った」「支援が必要だった」と感じたことがあれば、ご自由にお書き
ください。（例：家族との関係、孤独感、制度以外のつながりのこと　など）（任意）



問29．これまでに相談したことがある場所・人があれば、すべて選んでください。（複数選択可）
　□市町村の福祉課／生活支援課など　　□保健所・保健センター
　□教育委員会・適応指導教室　　□児童相談所　　□学校の先生・スクールカウンセラー
　□医療機関　　□警察署　　□女性相談支援センター　　□ハローワーク・就労支援機関
　□社会福祉協議会　　□地域包括支援センター　　□民生委員・児童委員
　□支援団体（NPO・居場所・サロンなど） 　　□家族・友人・知人
　□電話・SNS・ネット相談　　□AI　　□その他（　　　　　　　　）
　□相談したことがない

問30．相談したことで感じたことや、逆に相談しなかった・できなかった理由など、思い当たるこ
とがあればご自由にお書きください。（任意）（例：相談して気持ちが軽くなった／話しても気持ち
が落ち込むだけだった／自分の使える制度や支援がないと思った／行政や制度そのものに不信感が
ある／話す気力がなかったなど／「相談できる人がいない」／時間が解決してもらうなど）

以下は、「相談のしやすさ」についての質問です。相談するうえで、大切にしていることや不安
に思うことを教えてください。支援のあり方や情報の届け方を考える手がかりにさせていただき
ます。

問31．相談場所として、あなたや家族が相談しやすいと思うところはどこですか？（複数選択可）
　１．自宅（訪問・電話・オンライン・SNSなど）　　２．相談施設・専門機関
　３．どこでもいい　　４．その他（　　　　　　　　　　　　　　）

問32．相談場所として、自宅からどのくらいの距離が望ましいですか？（複数選択可）
　１．徒歩・自転車で行ける距離　　２．自治体（市町村内）
　３．隣接した市町村くらいならいける　　４．どこでもいい
　５．その他（　　　　　　　　　　　　　　）

問33．相談予約の方法として安心できるのは何ですか？（複数選択可）
　１．電話予約　　２．インターネット予約　　３．予約なしで対応してくれる

問34．相談の方法としてどのような形態であれば相談しやすいと思いますか？（複数選択可）
　１．電話　　２．メール　　３．ＳＮＳ　　４．対面　　5 ．その他（　　　　　　　　　　）



問35．支援や悩みに関する情報が「届きにくい・目に入らない」と感じた理由について、当てはま
るものをすべて選んでください。（複数選択可）
　１．自宅から出ることが難しい
　２．インターネットやSNSを使っていない／使えない
　３．テレビやラジオをあまり見ない／持っていない
　４．難しい言葉や専門用語が多く、理解できない
　５．情報が多く、どれが正しいのかわからない
　６．自分に関係あるかどうか判断できない
　７．情報を探しに行く気力・余裕がない
　８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　９．そのように感じたことはない

問36．あなたが「外に出ることが難しい」状況でも、支援や相談に関する情報を受け取りやすいと
思う方法をすべて選んでください。（複数選択可）
　１．ポストに届くチラシや冊子（ポスティング）
　２．家族や身近な人を通して伝えてもらう（※紙やメモなどを含む）
　３．新聞・テレビ・ラジオなどのメディア
　４．市町村の広報（広報誌・回覧など）
　５．インターネット（SNS・ホームページなど）
　６．その他（　　　　　　　　　）
　７．情報はいらない／特に必要を感じない

問37．外出が可能な時に、支援や悩み相談に関する情報を知る・受け取る場所として、あなたにと
って身近でよいと思う場所や媒体があればご自由にお書きください。（任意）
※例：コンビニ、駅やバス停のポスター、スーパー、役所、病院、カフェ、学校、図書館、商店街、

ラジオ、テレビ、SNSなど 

問38．今、相談窓口、本アンケート調査へのご意見・ご感想、または誰かに伝えたいことがあれば、
ご自由にお書きください。（任意）



問39．県では、ひきこもりを経験した方を対象に面接による調査を行っております。ひきこもりの
状態から支援機関等を利用したり、自身に合った社会との接点を持った方を対象に、その経緯など
を可能な範囲でお伺いし、現在ひきこもり状態にある方の支援を充実させるための面接調査です。
この調査に協力をいただくことは可能ですか。

１．協力してもよい
２．詳しい説明を聞いてから決めたい
３．協力したいが、今は連絡先を記入したくない
４．今回は協力を希望しない

※本調査は無記名かつ個人を特定しない形で行っておりますが、問39で上記１～２のいずれかを選
択した方 のみ 、以下のメールアドレスに以下の事項を入力の上、ご連絡をいただきますようお願
いいたします。

連絡先メールアドレス（to）：Shoufuku@pref.akita.lg.jp

メールタイトル：面談によるアンケート調査の協力について

メール本文：氏名（名字のみでも可能）
　　　　　　居住地域（市町村）

協力しても良い／詳しい説明を聞いてから決めたい　　のいずれかを記載してください

アンケートは以上です。

最後までお答えいただき、本当にありがとうございました。
あなたの声は、今後の支援や地域づくりに大切に活かしていきます。

このアンケート用紙は障害者優先調達推進法に基づき、障害者就労継続支援事業所で作成しています。




